
学 習 日 誌 

01 月 13 日（金） 講  師 元毎日新聞記者 長谷川 孝 氏 

出 席 者 数 32名 記 録 者   6 年 1 班  田口 康博 

講 座 名 社会的課題講座 4「時事サロン」社会的課題講座 3を振り返って 

プログラム担当者 社会的課題担当チーム 

時 間・場 所 13：30 ～ 15：30   、第一集会室  にて 

【学習内容】 

「社会的課題 3 つのテーマについて、グループディスカッションを通じて意見交換を行いました」 

    

 ａ）3 グループでのディスカッション       ｂ）発表と講評感想 

A-1：「安倍元総理の国葬問題」 

 .国葬をどうとらえるのか。何故反対が多いのか。それが問題だ。 

 .国葬に対する明確な定めがなく、議論、手続きがとられてないのでは？ 

⇒長谷川先生 

 人の人生の評価を、国にまかせていいのか？一人一人に生きた価値と意義がある。 

B-2：「敵基地反撃とそのための防衛予算に関わる増税問題」 

 .防衛予算がそもそも、どういうものなのか？防衛そのものがどうあるべきか？ 

 判断がわれわれにできるのかが問題。抽象的に広がってしまった感がある。 

⇒長谷川先生 

 なにも政治的に決めるのではなく、対話で違いを認める外交こそ大事では。  

C-3 「高齢者の運転免許証自主返納問題」 

 .「自主返納」決断は大きなメリット、デメリット、課題がある。 

 交通事故リスク、経済負担減、逆に交通手段減、定年制の導入など 

⇒長谷川先生 

 安心して暮らせる、生活を守る環境つくり、自治体も活性化へ。 

【感想】 

活発な意見が多く、特に身近な「免許証自主返納」は賛否両論で、なるほどとうなずくことが 

多くありました。いろんな意見があり、これが活気ある活動の原点だと思います。 

 


